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予算額 決算額
差額

（決算－予算）

1,309,000,000 1,315,657,900 6,657,900

694,350,000 704,938,535 10,588,535

31,000,000 86,236,627 55,236,627 （注1）

2,000,000 1,592,766 △ 407,234

450,000 2,162,881 1,712,881 （注2）

43,200,000 56,918,066 13,718,066 （注3）

0 516,000 516,000 （注4）

2,080,000,000 2,168,022,775 88,022,775

1,657,919,000 1,509,630,466 △ 148,288,534

360,419,000 294,033,286 △ 66,385,714 （注5）

27,000,000 75,565,582 48,565,582 （注6）

1,270,500,000 1,140,031,598 △ 130,468,402 （注7）

421,981,000 374,230,278 △ 47,750,722 （注8）

100,000 0 △ 100,000

2,080,000,000 1,883,860,744 △ 196,139,256

〇 予算と決算の差異について
（注1） 受託研究等の獲得実績の増加により、55,236,627円増加しました。
（注2） 債券や定期預金の利息が増加したことにより、1,712,881円増加しました。
（注3） 受託研究等の間接経費が増加したことにより、13,718,066円増加しました。
（注4） 能登半島地震によって被害を受けた建物等の補修修繕のために516,000円が補助されました。
（注5） 予算額に授業料減免分を奨学費として費用計上していたことなどにより減少しました。
（注6） 受託研究等の獲得実績の増加により、48,565,582円増加しました。
（注7） 教職員の採用実績、退職者の増などにより、人件費が130,468,402円減少しました。
（注8） 光熱費が予算時の見込より値上幅が少なかったことや経費削減努力などにより、一般管理

費が47,750,722円減少しました。

〇 損益計算書との差異について
（1） 決算報告書では固定資産取得額が支出に含まれ、かつ、減価償却費が支出から除かれてい

ます。
（2） 損益計算書では一般管理費で支出した賃借料や水道光熱費等について、教育経費等と按分

し計上されています。
（3） 損益計算書では、授業料減免額が収益計上され、また、奨学費として費用計上されますが、

決算報告書では、収入支出とも計上されません。
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